
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

実
は
、
３
月
２
日
に
札
幌
に
赴
任
し
て

か
ら
初
め
て
う
ち
の
大
使
の
お
供
を
し
て

帯
広
市
に
お
じ
ゃ
ま
い
た
し
ま
し
た
。
今

回
は
２
回
目
な
の
で
、
懐
か
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
下

さ
っ
た
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
、
ま

た
帯
広
市
役
所
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
間
、
中
国
の
発
展
ぶ
り
は
国

際
的
な
関
心
と
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
同

時
に
世
界
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
も
呼
び

起
こ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
は
中
日
平

和
友
好
条
約
締
結
３０
周
年
、
そ
し
て
、
改

革
開
放
政
策
の
実
行
か
ら
記
念
す
べ
き
３０

周
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
１

９
７
８
年
１２
月
に
北
京
で
開
か
れ
た
中
国

共
産
党
、
第
１１
回
三
中
全
会
で
１０
年
間
続

い
た
文
化
大
革
命
に
終
止
符
を
打
ち
、
鎖

国
状
態
と
計
画
経
済
か
ら
改
革
開
放
と
市

場
経
済
へ
と
切
り
替
え
て
３０
年
が
経
ち
ま

し
た
。

１.

近
代
化
実
現
へ
３
段
階
の
青
写
真

１
９
７
８
年
、
�
小
平
は
３
段
階
の
近

代
化
実
現
の
青
写
真
を
発
表
し
ま
し
た
。

第
１
段
階
で
は
１
９
９
０
年
頃
に
国
内
総

生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
を
１
９
８
０
年
の
２
倍

に
し
人
々
の
衣
食
の
問
題
を
基
本
的
に
解

決
す
る
こ
と
、
第
２
段
階
で
は
、
２０
世
紀

末
ご
ろ
ま
で
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
１
９
８
０
年
の

４
倍
に
増
や
す
こ
と
、
第
３
段
階
で
は
２１

世
紀
の
半
ば
頃
に
近
代
化
を
基
本
的
に
実

現
さ
せ
る
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。
当
時
、

貧
困
か
ら
抜
け
出
し
て
い
な
か
っ
た
中
国

が
、
ま
ず
人
々
の
衣
食
の
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
を
近
代
化
に
向
か
う
転
機
に
し
た

の
は
、
正
し
い
選
択
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。２

０
０
６
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
２
兆
６
４
０

●
国
際
情
勢
講
演
会
（
２
０
０
８
年
３
月
１５
日
�
帯
広
市
と
か
ち
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
）

発
展
す
る
中
国
と

こ
れ
か
ら
の
中
日
友
好
交
流

中
華
人
民
共
和
国
駐
札
幌
総
領
事

胡

勝
才
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０
億
ド
ル
は
１
９
７
８
年
の
１３
倍
、
世
界

第
４
位
の
経
済
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
２
０
０
６

年
に
初
め
て
２
０
０
０
ド
ル
を
突
破
し
、

７８
年
の
９
倍
に
上
っ
て
い
ま
す
。

３０
年
間
に
渡
る
経
済
改
革
開
放
政
策
を

実
行
し
て
、
経
済
、
政
治
、
文
化
な
ら
び

に
社
会
等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
歴

史
的
な
変
化
と
目
に
み
え
る
素
晴
ら
し
い

成
果
を
獲
得
し
て
中
国
は
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
３０
年
間
の
急
速
な
経

済
成
長
に
伴
っ
て
様
々
な
問
題
も
現
れ
て

き
ま
し
た
。
人
口
１３
億
の
中
国
の
近
代
化

建
設
の
任
務
は
重
く
、
道
の
り
は
非
常
に

遠
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

２.
中
国
経
済
発
展
の
趨
勢
に
つ
い
て

先
ず
、
最
初
に
、
去
年
１０
月
に
開
か
れ

た
共
産
党
大
会
に
つ
い
て
簡
単
に
申
し
上

げ
ま
す
。
党
大
会
と
人
民
代
表
大
会
は
中

国
に
と
っ
て
一
番
重
要
な
会
議
で
す
。
共

産
党
大
会
は
だ
い
た
い
５
年
に
１
回
開
か

れ
指
導
部
を
選
出
し
ま
す
。
去
年
の
党
大

会
に
は
３
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。
共

産
党
常
務
委
員
会
の
常
務
委
員
９
名
、
政

治
局
の
政
治
局
委
員
２５
名
、
中
央
委
員
会

の
中
央
委
員
２
０
０
名
の
う
ち
ほ
ぼ
半
分

が
若
返
り
ま
し
た
。
次
に
、
胡
錦
涛
が
提

唱
し
た
科
学
的
発
展
観
を
党
規
約
に
明
記

し
た
こ
と
で
す
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
発
展

第
一
人
間
本
意
主
義
的
な
発
想
で
、
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
、
持
続
可
能
で
、
各
方
面
に

配
慮
し
強
調
し
た
発
展
の
発
想
で
す
。
３

つ
目
は
、
民
政
重
視
の
姿
勢
を
全
面
的
に

取
り
あ
げ
た
こ
と
で
す
。
胡
錦
涛
は
政
治

報
告
の
中
で
、
教
育
、
雇
用
拡
大
、
収
支

分
配
、
制
度
の
改
革
、
そ
し
て
、
全
国
民

を
カ
バ
ー
す
る
社
会
保
障
体
系
の
構
築
、

人
々
の
最
低
の
生
活
保
護
、
社
会
の
管

理
、
改
善
な
ど
国
民
に
公
約
し
ま
し
た
。

２
点
目
に
こ
れ
か
ら
中
国
の
経
済
発
展

が
ど
う
変
わ
る
か
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か

考
え
て
み
ま
す
。

１
番
目
は
農
村
社
会
の
建
設
に
一
層
の

力
を
入
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
中
国

で
は
、
農
村
、
農
業
、
農
民
は
三
農
問
題

と
い
わ
れ
ま
す
。
水
と
土
地
の
不
足
と
農

民
の
数
が
多
す
ぎ
る
こ
と
で
す
。
農
村
で

は
大
体
２
億
人
く
ら
い
が
農
業
以
外
に
就

業
し
て
い
ま
す
。
１
億
２
０
０
０
万
人
が

古
里
を
離
れ
て
大
都
市
な
ど
へ
の
出
稼
ぎ

（
所
謂
中
国
で
い
う
農
民
工
）
に
、
８
０

０
０
万
人
が
自
分
の
古
里
の
近
く
で
個
人

経
営
の
加
工
工
業
や
郷
政
府
な
ど
が
経
営

す
る
郷
鎮
企
業
と
呼
ば
れ
る
工
場
な
ど
で

働
い
て
い
ま
す
。
若
い
人
は
出
稼
ぎ
に
行

き
、
残
っ
て
い
る
の
は
老
人
と
女
性
と
い

う
の
が
現
在
の
農
村
の
問
題
で
す
。

２
番
目
は
経
済
構
造
の
調
整
と
成
長
方

式
の
転
換
の
加
速
だ
と
思
い
ま
す
。
簡
単

に
言
う
と
、
今
の
中
国
の
人
事
を
尽
く
し

て
天
に
任
せ
る
と
い
う
感
じ
の
農
業
を
強

く
た
く
ま
し
い
農
業
に
育
成
し
、
ま
た
、

工
業
を
規
模
か
ら
質
へ
と
転
換
さ
せ
る
こ

と
で
す
。
中
国
は
世
界
の
メ
ー
カ
ー
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
規
模
が
大
き
い
だ
け

で
、
質
の
面
か
ら
見
れ
ば
非
常
に
遅
れ
て

い
ま
す
。
今
、
成
長
は
主
と
し
て
第
二
次

産
業
つ
ま
り
工
業
に
よ
る
も
の
で
、
サ
ー

ビ
ス
業
の
発
展
は
緩
慢
で
あ
り
ま
す
。
現

在
第
二
次
産
業
の
占
め
る
割
合
は
４８
・
７

％
、
第
三
次
産
業
は
３９
・
５
％
で
、
発

展
途
上
国
の
水
準
よ
り
も
低
い
で
す
。
第

三
次
産
業
の
発
展
を
早
め
、
産
業
構
造
に

つ
い
て
も
工
業
ば
か
り
で
な
く
サ
ー
ビ
ス

業
、
工
業
、
農
業
に
よ
る
成
長
へ
と
転
換

さ
せ
、
生
産
方
式
も
、
粗
放
型
、
規
模
拡

大
型
か
ら
集
約
型
、
品
質
、
効
率
型
へ
と

転
換
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

３
番
目
は
、
今
年
８
月
の
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
と
２
０
１
０
年
の
上
海
万
博

を
成
功
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
ご
承
知
の
と

お
り
、
こ
の
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
の
間
に
挟

ま
れ
た
来
年
は
中
国
建
設
６０
周
年
で
す
。

こ
の
３
年
間
は
中
国
に
と
っ
て
非
常
に
大

事
な
年
で
す
。

４
番
目
は
、
経
済
を
引
き
続
き
勢
い
を

保
っ
て
成
長
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
す
が
、

色
々
な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
成
長
を
支
え
る
３
本
の
柱
、「
海
外
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か
ら
の
直
接
投
資
」、「
イ
ン
フ
ラ
整

備
」、「
対
外
貿
易
」
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。外

国
投
資
の
目
的
は
中
国
の
国
内
市
場

に
あ
り
、
去
年
は
、
前
年
度
よ
り
１３
・
６

％
増
え
７
４
８
億
ド
ル
の
資
本
が
中
国
に

入
っ
て
い
ま
す
。
中
国
累
計
外
国
投
資
利

用
が
７
０
０
０
億
ド
ル
に
、
設
立
さ
れ
た

外
国
企
業
は
６１
万
社
に
も
上
っ
て
い
ま

す
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
、
例
え
ば
、
道

路
は
３
５
７
万
キ
ロ
に
達
し
、
そ
の
う
ち

高
速
道
路
は
５
万
３
０
０
０
キ
ロ
に
上
っ

て
い
ま
す
。
高
速
鉄
道
は
北
京－

天
津

間
、
北
京－

上
海
間
、
北
京－

福
建
間
で

７
本
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。
北
京－

天

津
間
の
高
速
鉄
道
は
、
今
年
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
前
に
正
式
に
運
行
さ
れ
ま
す
。
建

設
中
の
北
京－

上
海
間
は
最
高
時
速
は
３

５
０
キ
ロ
で
、
お
よ
そ
５
時
間
で
行
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
他
に
発
電
所
建
設
、

農
村
の
都
市
化
と
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
２
０
０
２
年
に
Ｗ
Ｔ

Ｏ
に
加
盟
し
て
６
年
間
連
続
年
２０
％
以
上

の
増
長
を
実
現
し
ま
し
た
。
去
年
の
輸
出

入
総
額
は
初
め
て
２
兆
ド
ル
を
突
破
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
前
年
度
よ
り
２３
・
５
％

増
加
し
ま
し
た
。
対
外
貿
易
額
が
１
０
０

０
億
米
ド
ル
の
規
模
か
ら
１
兆
ド
ル
の
規

模
ま
で
拡
大
す
る
の
に
わ
ず
か
１６
年
間
し

か
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
、
ド
イ

ツ
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
れ
ぞ
れ
３０
年
、
２５

年
、
２０
年
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
規

模
に
ま
で
拡
大
で
き
た
の
は
今
の
国
際
経

済
の
結
果
で
も
あ
り
ま
し
た
。

経
済
発
展
の
３
点
目
は
、
安
い
人
的
資

源
で
す
。
現
在
中
国
で
は
毎
年
、
農
村
か

ら
１
７
０
万
人
が
都
市
へ
移
転
し
て
い
ま

す
。
毎
年
１
７
０
万
人
規
模
の
都
市
が
で

き
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

３０
年
後
に
は
都
市
人
口
が
総
人
口
の
７０
％

く
ら
い
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
農
村
の

３
億
人
口
が
都
市
へ
移
転
し
て
、
現
在
の

都
市
人
口
が
５
億
６
０
０
０
万
人
か
ら
１０

億
く
ら
い
に
発
展
す
る
と
み
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
５
０
０
万
人
前
後
の
大
学
卒

業
生
が
都
市
に
出
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
大
量
の
安
く
若
い
労
働
力
が
中
国
の
経

済
発
展
を
支
え
る
ひ
と
つ
の
柱
に
な
っ
て

い
ま
す
。

４
点
目
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

５
年
間
、
医
療
制
度
、
教
育
制
度
、
社
会

制
度
の
改
革
の
大
き
な
進
展
が
見
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
去
年
、
養
老
保
険
と
医
療

保
険
に
加
入
す
る
国
民
は
初
め
て
２
億
人

く
ら
い
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
医
療

費
も
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
、
お
医
者
さ
ん

に
病
気
を
診
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
い
と

い
う
問
題
も
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育

制
度
の
改
革
も
こ
れ
か
ら
深
め
て
い
き
ま

す
。
今
中
国
の
大
学
生
は
２
５
０
０
万
人

で
す
。
イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
を

抜
い
て
世
界
の
第
１
位
で
す
。
ま
た
、
義

務
教
育
の
普
及
率
は
、
９９
％
に
上
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
中
国
に
と
っ
て
、
非
常
に
里

程
標
の
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
中
国
政

府
は
今
後
５
年
間
、
こ
の
３
つ
の
問
題
を

重
要
課
題
と
し
て
更
に
力
を
入
れ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

３.

チ
ャ
レ
ン
ジ
―
中
国
が
直
面
し

て
い
る
問
題

経
済
、
環
境
汚
染
、
汚
職
、
収
入
と
地

域
発
展
の
格
差
の
四
つ
の
問
題
に
つ
い
て

簡
単
に
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
中
国
の
経
済
に
問
題
が
出
て
き
ま

し
た
。
イ
ン
フ
レ
で
す
。
こ
こ
数
年
間
、

対
外
貿
易
黒
字
は
年
間
２
０
０
０
億
ド
ル

の
規
模
で
推
移
し
、
去
年
の
貿
易
の
黒
字

は
２
６
０
０
億
ド
ル
に
達
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
海
外
か
ら
の
ホ
ッ
ト
マ
ネ
ー
も
ど

ん
ど
ん
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
昨
年
末
、

外
貨
準
備
高
は
１
兆
５
０
０
０
億
ド
ル
に

達
し
て
い
ま
す
。
そ
の
膨
大
な
ド
ル
の
全

て
を
中
国
銀
行
は
人
民
元
で
放
出
し
ま
し

た
。
中
国
の
過
剰
流
動
は
非
常
に
深
刻
な

問
題
で
す
。
そ
の
象
徴
と
し
て
、
株
と
不

動
産
の
値
段
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

環
境
汚
染
に
つ
い
て
は
、
今
の
中
国

は
’６０
〜
’７０
年
代
の
日
本
よ
り
も
深
刻
な
状

態
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
都
市
の
水
域
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（
川
）
や
水
質
（
飲
料
水
）
の
汚
染
、
大

気
汚
染
も
進
ん
で
い
ま
す
。
大
都
市
の
車

の
排
気
ガ
ス
等
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る

の
か
、
ま
た
、
水
不
足
、
砂
漠
化
の
問
題

も
深
刻
で
す
。
政
府
は
第
１１
次
５
ヵ
年
計

画
を
制
定
し
、
こ
れ
か
ら
の
５
年
間
で
汚

染
物
質
の
排
出
を
１０
％
削
減
す
る
目
標
を

提
出
し
ま
し
た
。
中
国
自
身
、
さ
ら
な
る

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
同
時

に
、
先
進
国
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
環
境
保

護
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
の
導
入
を
必

要
と
し
て
ま
す
。

中
国
は
一
人
っ
子
政
策
を
実
行
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
政
策
が
な
け
れ
ば
総
人

口
は
現
在
の
１３
億
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く

１５
億
か
１６
億
く
ら
い
に
な
っ
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、
そ
の
影
響
も
現
れ

て
き
ま
し
た
。
日
本
の
少
子
化
と
同
様
に

出
生
率
が
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
２
０

２
０
年
ご
ろ
に
な
る
と
労
働
力
が
ず
い
ぶ

ん
減
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
高
齢
化
も
進
み
、
２
０
０
６
年
末
に

は
６０
歳
以
上
の
老
人
は
既
に
１
億
４
９
０

０
万
人
に
上
り
ま
し
た
。
大
都
市
で
の
高

齢
化
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
介
護

の
問
題
は
日
本
と
同
様
、
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

近
代
化
建
設
の
中
で
蔓
延
し
て
い
る
問

題
に
汚
職
が
あ
り
ま
す
。
先
ご
ろ
の
人
民

代
表
大
会
で
公
表
さ
れ
た
数
字
を
申
し
上

げ
ま
す
と
、
２
０
０
７
年
ま
で
の
過
去
５

年
間
に
は
、
汚
職
な
ど
で
重
罪
判
決
を
受

け
た
公
務
員
が
全
国
で
１１
万
６
０
０
０
人

と
そ
の
前
の
５
年
と
比
べ
３０
・
７
％
増

加
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
１０
万
元
（
日
本

円
で
約
１
５
０
万
円
）
以
上
の
収
賄
と
１

０
０
万
元
（
約
１
５
０
０
万
円
）
以
上
の

公
金
横
領
で
有
罪
と
な
っ
た
公
務
員
は
約

１
万
４
０
０
０
人
で
す
。
有
罪
と
な
っ
た

閣
僚
級
以
上
の
幹
部
は
３５
名
、
局
長
級
は

９
３
０
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
近
代
化
経
済
建
設
の
中
で
、
汚
職
の
問

題
を
ど
の
よ
う
に
治
め
る
の
か
が
共
産
党

の
執
政
の
大
き
な
試
練
と
な
っ
て
い
ま

す
。四

つ
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
収
入
と
地
域

発
展
の
格
差
だ
と
思
い
ま
す
。
２
０
０
６

年
都
市
住
民
と
農
村
住
民
の
収
入
の
差

は
、
お
お
よ
そ
３
・
２
倍
。
こ
れ
は
全
国

平
均
の
数
字
な
の
で
、
豊
か
な
都
市
住
民

と
貧
困
地
域
の
農
村
住
民
を
比
べ
る
と
、

そ
の
格
差
は
も
っ
と
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
２
０
０
６
年
に
は
、
中
国
都
市
部
の

高
所
得
層
２０
％
の
収
入
は
、
同
じ
都
市
部

の
低
所
得
層
の
２０
％
の
市
民
の
収
入
と
比

較
す
れ
ば
５
・
６
倍
と
同
じ
都
市
部
で
も

差
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
農
村
で
も

農
村
部
の
２０
％
の
高
所
得
層
は
２０
％
の
低

所
得
層
と
比
べ
れ
ば
７
・
２
倍
の
差
が
あ

り
ま
す
。

４.

こ
れ
か
ら
の
中
日
関
係
に
つ
い

て
―
戦
略
的
互
恵
関
係

文
献
に
よ
る
と
、
紀
元
５７
年
に
中
日
両

国
は
す
で
に
往
来
し
て
い
ま
し
た
。
文
化

転
生
を
絶
え
る
こ
と
な
く
持
ち
続
け
て
き

た
古
い
文
明
国
は
世
界
で
も
少
な
く
、
両

国
は
２
０
０
０
年
に
渡
る
悠
久
な
２
国
間

交
流
を
持
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。

現
在
国
際
政
治
の
多
極
化
、
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
科
学
技
術
の
日
進
月
歩
に

よ
る
世
界
の
経
済
地
図
や
パ
ワ
ー
構
図
は

大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
中
日
両

国
も
時
代
の
変
化
と
と
も
に
新
た
に
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
第
２
位
の

経
済
機
構
と
第
４
位
の
貿
易
大
国
で
あ
る

日
本
、
第
４
位
の
経
済
機
構
と
第
３
位
の

貿
易
大
国
で
あ
る
中
国
は
ア
ジ
ア
の
平
和

と
発
展
な
ら
び
に
世
界
の
平
和
と
安
定
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
安
倍

前
総
理
の
氷
を
砕
く
旅
、
温
家
宝
総
理
の

氷
を
と
か
す
旅
に
続
い
て
、
福
田
総
理
は

去
年
１２
月
に
春
を
迎
え
る
旅
と
し
て
中
国

を
訪
問
し
ま
し
た
。
政
府
首
脳
の
相
互
訪

問
を
通
じ
ま
し
て
、
中
日
の
共
同
利
益
に

基
づ
く
戦
略
的
互
恵
関
係
を
構
築
す
る
共

通
認
識
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
戦
略
的
、
互
恵
関
係
を
構
築
す
る

た
め
に
い
く
つ
か
重
要
な
点
を
申
し
上
げ

ま
す
。

第
１
は
首
脳
交
流
を
さ
ら
に
強
化
す
る

こ
と
。
中
日
間
で
は
首
脳
同
士
の
会
談
を

通
じ
、
具
体
的
な
問
題
の
解
決
が
図
れ
る

場
合
が
多
い
の
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ

ツ
の
首
脳
同
士
が
年
間
数
回
往
復
し
合
っ

て
い
る
。
中
日
間
も
そ
う
し
た
関
係
を
結

ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

第
２
は
共
同
利
益
を
一
層
拡
大
す
る
こ

と
で
す
。
２
０
０
７
年
ま
で
に
中
国
と
日

本
の
間
に
既
に
３
０
０
組
の
友
好
都
市
関

係
が
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
中
日
貿
易
額
は

去
年
２
３
０
０
億
ド
ル
に
達
し
、
中
国
は

ア
メ
リ
カ
を
抜
い
て
日
本
に
と
っ
て
最
大

の
貿
易
相
手
国
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の

対
外
貿
易
の
全
体
の
１７
・
７
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
的
往
来
は
去
年
５

０
０
万
人
く
ら
い
に
上
っ
て
い
ま
す
。

第
３
は
、
観
光
を
始
め
、
人
的
往
来
を

大
い
に
促
進
す
る
こ
と
で
す
。
正
直
に
申

し
上
げ
る
と
、
今
の
中
日
関
係
の
相
互
理

解
の
状
況
は
ま
だ
低
い
水
準
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
誤
解
と
無
知
が
か
な
り
見
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
両
国
の
マ
ス
コ
ミ
と
知
的

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
責
任
と
役
割
が
非
常

に
大
き
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
両
国
民

の
心
の
中
に
残
っ
た
氷
は
ま
だ
多
い
で

す
。
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
氷
を
解
か
す

に
は
観
光
を
始
め
、
人
的
往
来
、
特
に
青

少
年
の
交
流
が
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
１
月
か
ら
１０
月
ま
で
の
統
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計
に
よ
る
と
、
訪
中
し
た
日
本
人
観
光
客

は
３
３
２
万
人
で
前
年
同
期
よ
り
７
・
９

％
増
え
、
日
本
を
訪
問
し
た
中
国
人
観
光

客
は
１
２
５
万
人
で
１４
・
８
％
増
え
ま

し
た
。
昨
年
、
海
外
に
出
た
中
国
人
は
４

０
０
０
万
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
少
な
く
と
も
そ
の
１
割
に
あ
た
る
４

０
０
万
人
の
中
国
人
が
日
本
を
訪
問
し
て

も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
、
４

０
０
万
の
う
ち
、
１
０
０
万
人
く
ら
い
が

北
海
道
に
来
て
も
ら
え
る
な
ら
、
非
常
に

素
晴
ら
し
い
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
間
、
日
本
の
観
光
新
聞
の
取
材
に
応

じ
、
同
じ
話
を
し
ま
し
た
。
北
海
道
は
非

常
に
豊
か
な
世
界
に
誇
る
自
然
と
物
産
、

素
敵
な
温
泉
、
お
い
し
い
海
鮮
料
理
と
素

晴
ら
し
い
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、

ど
ん
ど
ん
中
国
観
光
客
に
紹
介
し
、
来
て

も
ら
え
る
よ
う
な
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
以
前
、
札
幌
で
上
海
ビ
ジ
ネ
ス

セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。
道
庁
の
経
済

部
を
は
じ
め
、
経
済
界
の
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
会
場
も
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
北
海
道
の
対
外
貿
易
の
２１
％
は

中
国
向
け
で
す
。
そ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ

れ
か
ら
い
か
に
北
海
道
の
良
い
も
の
を
拡

大
で
き
る
の
か
、
北
海
道
の
輸
入
を
拡
大

し
た
い
と
い
う
目
的
で
開
き
ま
し
た
。
上

海
は
先
に
豊
か
に
な
り
お
金
持
ち
が
多
い

の
で
、
是
非
北
海
道
の
良
い
物
（
北
海
道

産
の
魚
や
ホ
タ
テ
）
を
食
べ
て
も
ら
い
た

い
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
北
海
道
も
観

光
、
経
済
を
始
め
中
国
と
の
交
流
を
拡
大

で
き
る
潜
在
能
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

第
４
に
、
社
会
体
制
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
違
い
を
乗
り
越
え
、
地
方
と
民
間
の
交

流
協
力
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
同
じ
ア
ジ
ア
の
一
員
で
あ
り
、

東
洋
の
伝
統
文
化
と
価
値
観
の
積
み
重
ね

が
あ
り
ま
す
。
お
互
い
の
違
い
を
認
め
、

お
互
い
に
尊
重
し
あ
い
、
長
所
を
学
び
あ

い
、
短
所
を
補
い
あ
い
、
和
し
て
同
ぜ
ず

を
実
現
す
る
努
力
を
す
る
。
今
中
国
が
抱

え
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、
格
差
、

貿
易
摩
擦
、
通
貨
の
切
り
上
げ
な
ど
の
問

題
は
い
ず
れ
も
日
本
が
経
験
し
、
解
決
し

て
き
た
問
題
で
す
。
多
く
の
共
通
点
を
持

つ
日
本
の
経
験
、
或
い
は
、
教
訓
が
中
国

に
と
っ
て
一
番
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
特

に
日
本
の
自
治
体
は
長
年
、
省
エ
ネ
と
環

境
保
護
、
そ
し
て
調
和
の
と
れ
た
社
会
構

築
な
ら
び
に
地
域
の
発
展
の
た
め
に
多
く

の
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
ま

さ
に
今
の
中
国
が
必
要
と
す
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
新
し
い
時
代
の
中
日
関
係
を

構
築
し
よ
う
と
す
る
中
日
両
国
は
地
方
交

流
と
民
間
交
流
の
時
代
に
入
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
次
元
を
高
め
て

い
く
に
は
双
方
新
し
い
発
想
が
必
要
で

す
。
福
田
総
理
は
孔
子
の
ふ
る
さ
と
を
訪

問
さ
れ
た
時
に
、
古
き
を
た
ず
ね
て
、
新

し
き
を
創
造
す
る
と
書
か
れ
ま
し
た
。
２

０
０
０
年
に
渡
る
悠
久
な
文
化
交
流
が
両

国
民
の
心
に
染
み
込
ん
で
い
ま
す
。
以
心

伝
心
が
で
き
る
中
日
共
通
の
文
化
が
我
々

に
両
国
の
未
来
を
切
り
開
く
知
恵
と
勇
気

を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

２０
世
紀
の
８０
年
代
、
中
日
関
係
は
蜜
月

と
い
わ
れ
る
中
日
良
好
の
時
代
で
し
た
。

９０
年
代
は
�
Ｏ
Ｄ
Ａ
�
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
中
日
協
力
の
時
代
に
入
っ
て
き
ま
し

た
。
２１
世
紀
に
入
る
と
、
お
金
、
物
、
人

の
流
れ
が
一
方
的
に
交
流
す
る
こ
と
か

ら
、
双
方
向
に
交
流
す
る
中
日
融
合
の
時

代
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
中
日
の

相
互
依
存
、
相
互
補
完
の
関
係
が
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
新
し
い
時
代

の
中
日
関
係
を
切
り
開
く
た
め
に
強
い
使

命
感
と
情
熱
を
持
っ
て
一
緒
に
頑
張
ろ
う

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

長
時
間
の
皆
さ
ん
の
ご
清
聴
を
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
本
稿
は
誌
面
の
都
合
上
、
講
演
内
容
を

編
集
部
の
責
任
に
お
い
て
字
数
を
要
約
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）
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